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江戸前フィッシュパスポートフェアとは
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 令和３年度水産庁・バリューチェーン改善促進促進事業に選定され、水産庁が支援
 長期的な目標は

「サスティナブルな漁業普及」「商品価値向上」「水産消費拡大」

 江戸前(東京湾)で資源管理を実践し持続可能な漁業を推進する (FIP実践中) 株式会
社大傳丸、有限会社中仙丸が漁獲した美味しく“由緒正しい”魚を提供する

 これらの魚の情報を、漁獲・加工・流通・販売までの水産バリューチェーンをブロックチェーン
技術等でデジタル化する

 消費者は商品に貼付されたQRコードをスマートフォン等で読み取ることで「誰が・いつ・どこで
漁獲した魚で、どのように自分の手元まで届けられたのか」といったトレーサビリティ情報を知
ることができ、安心・安全な魚を購入できる

 ２０２１年９月ー１０月、Ocean to Table (O2T) Council が実施

プロジェクト概要

https://sakanabacca.jp/blogs/news/edomae-fish-passport
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対象としたサプライチェーン
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漁業（漁撈oT）

大傳丸・中仙丸

加工・卸

配送

海光物産

瞬〆 鮮魚

冷凍フィレ

加工

Ｆoodison大田 中目黒店
豪徳寺店

フーディソン

漁獲 加工・流通 出口 消費者

配送

漁獲情報 出荷情報 入荷情報 出荷情報 入荷情報

江戸前

レストランの予約に応じて配送 日本橋
La Paix

ライトハウス
社

ISANA
漁撈IoT

レストラン

IBM, アイエックス・ナレッジ

荷捌・梱包情報

お客様ご自身のスマホで「いつ、どこで、誰が獲ったか、どこを通ってきたか」見える
消費者
体験動画へ

Ocean to Table (O2T) アプリ
IBM FoodTrust (Hyperledger fabric 方式のblockchain利用)

商品： 「江戸前瞬〆スズキ」 鮮魚・冷凍フィレ
出口： sakana bacca中目黒店・豪徳寺店

日本橋レストラン 「La Paix （ラぺ）」

約10函/週

卸売市場

魚店

https://app.box.com/s/3ilg2ed1kxqejkf7yd7fsu250ctampbu
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GS1 - 商品、事業所、通い容器、資産の識別
https://www.dsri.jp/standard/identify/

EPCIS – 流通における生産や物の受け渡し（イベント）の記述法
https://www.dsri.jp/standard/epc/epcis.html

■Global Dialogue on Seafood Traceability (GDST)
水産物を漁獲時から販売時まで一貫してトラッキングできるトレーサビ
リティの世界標準 (2020年3月にv1.0発表) 。EPCISに沿っている

https://traceability-dialogue.org/what-is-the-global-dialogue/

 IBM Food Trust (新版名称 IBM Blockchain Transparent Supply)
https://food.ibm.com/ift/docs/

2019年からグローバル商用稼働。Walmart, Carrefour, Kvarøy Arctic,
など300社以上が2万件以上の商品で利用

註）許可制ブロックチェーン(hyperledger Fabric)を利用した食品トレーサビリティのサービス
で、 GS1 / EPCIS でのデータ仕様を前提としている

利用したデータ体系と基盤
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https://www.dsri.jp/standard/identify/
https://www.dsri.jp/standard/epc/epcis.html
https://traceability-dialogue.org/what-is-the-global-dialogue/
https://food.ibm.com/ift/docs/
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漁船上の操業支援タブレット漁撈IoT 「ISANA」
漁船上

帰港時
漁獲データをO2Tアプリケーションに

APIで自動アップロード （１日１回）

 航跡、漁獲量
等を記録

「どこで、どれだ
け、どの魚が獲れ
たか」

将来予定
 漁場予測
 資源評価
 認証取得
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トレーサビリティ情報登録（トレース情報登録）
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「出荷」の場合の例（スマホあるいは業務用タブレットで実施）

『QR読み込み』を
タップ

※自動的にカメラ機能が起動します

QRコード(複数可)を
カメラで読み込む

『閉じる』を
タップ

『登録』
をタップ

事業者（海光物産、Foodison大田、sakana bacca店頭）の操作

小売店A
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QRコードの運用 - 1/4
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漁獲 加工・流通 出口 消費者

 QRコードは、以下を含む
事業者コード＋商品コード＋ロット番号（QRコードの発行単位でロット番号）

 出漁前から、水揚げ数を予測し海光物産[梱包場所]で番号を確定

海光物産
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QRコードの運用 - 2/4
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漁業（漁撈oT）

大傳丸・中仙丸

加工・卸

海光物産

漁獲 加工・流通 出口 消費者

漁獲情報

EDOMAE

ライトハウス
社

ISANA
漁撈IoT

 「荷捌・梱包」を行う海光物産にて、出口側で複数切り身商品などになる数を想定して、
同一QRコード付シールのシートセットを印刷

 ビニール袋に入れ函に同梱

IBM, アイエックス・ナレッジ Ocean to Table アプリ
IBM FoodTrust (Hyperledger fabric 方式のblockchain利用)
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Ocean to Table アプリ
IBM FoodTrust (Hyperledger fabric 方式のblockchain利用)

QRコードの運用 – 3/4
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漁業（漁撈oT）

大傳丸・中仙丸

加工・卸

海光物産

瞬〆 鮮魚

冷凍フィレ

加工

漁獲 加工・流通 出口 消費者

漁獲情報

EDOMAE

ライトハウス
社

ISANA
漁撈IoT

 函の外側にも、中に入っている商品のQRコードを添付（中継市場の入出荷処理用）

IBM, アイエックス・ナレッジ

梱包時の
函と
QRコード
動画
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QRコードの運用 - 4/4

漁業（漁撈oT）

大傳丸・中仙丸

加工・卸

配送

海光物産

瞬〆 鮮魚

冷凍フィレ

加工

Ｆoodison大田 中目黒店
豪徳寺店

フーディソン

漁獲 加工・流通 出口 消費者

配送

EDOMAE

レストランの予約に応じて配送 日本橋
La Paix

ライトハウス
社

ISANA
漁撈IoT

 出口（店舗）では、商品にQRコードを「江戸前フィッシュパスポート」に装飾して展示

レストラン
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フェア中の様子より
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水産庁長官視察

民放各社取材

NHK取材 2回目

Council参加企業
メンバーで店頭説明

小学校高学年はSDGsや水産業の課題を学習しているためか、殆
どの児童が店頭で興味深々。「QRコードがどこで使われているか」の
街角調査で、フェア中の店舗に自主取材にくるグループまであった。
次世代の彼女らが、大人を啓蒙してくれることに期待感がある。

彼らに住みよい地球を残すことは、私たち大人の責務

WWF Webinar
IBM blogのレポート

https://www.ibm.com/blogs/solutions/jp-ja/iot-wwf/
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消費者向け店頭アンケート
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 時期：江戸前フィッシュパスポートフェア期間中
 場所：sakana bacca 店頭
 対象：来店客、及びフェア参加企業の社員・家族
 方法：対面 及びＷｅｂアンケート
■回答者数：１４９名

回答者の属性
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フェア中の消費者向けアンケート結果 - 1/2

13

はい
41%

いいえ
14%

どちらでもない
45%

Q1:フィッシュパスポートを見て、
商品を購入しようと思ったか
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フェア中の消費者向けアンケート結果 - 2/2
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消費者の支払い意思追加調査研究
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Ocean Policy Research Institute
田中元様より次セッションで
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Thank you!
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Appendix
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■生産段階：2社
・株式会社大傳丸 ：沿岸漁業者（千葉県知事許可 中型まき網）
・有限会社中仙丸 ：沿岸漁業者（千葉県知事許可 中型まき網）
■加工流通段階：1社
・海光物産株式会社 ：水産加工・卸売
■販売段階：2社
・楽天グループ株式会社 ：インターネット関連サービス（楽天市場）
・株式会社フーディソン ：ECサイト(魚ポチ等)、小売店(sakana bacca)
■ＤＸ：５社
・アイエックス・ナレッジ株式会社 ：ITシステム開発（水産ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨｼｽﾃﾑ基盤） ※幹事会社
・テクノマイノド株式会社 ：ITシステム開発（水揚情報音声入力システム）
・日本アイ・ビー・エム株式会社 ：ITサービス（ﾌﾞﾛｯｸﾁｪｰﾝ基盤、データセンター） ※幹事会社
・株式会社ライトハウス ：IoTシステム開発（漁撈IoT）
・日工テクニカルサービス株式会社：業務運用サービス、ヘルプデスク、デジタルサイネージ
■コンサルティング：1社
・株式会社UMITO Partners ：サスティナブルシーフード・コンサルティング ※幹事会社

2022年6月1日現在
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Ocean To Table Council ついて
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ブロックチェーン技術の位置付け

パブリック コンソーシアム
／プライベート

暗号通貨
仮想通貨 仮想通貨

（ビジネス・ユースケース）

汎用的な利用
ビジネス向けブロックチェーン

 Ocean To Table アプリケーション / IBM Food Trustで利用しているブロックチェーン基
盤(Hyperledger fabric) は、「マイニング」と呼ばれる大量サーバー電力消費で地球温
暖化をまねく仕組みは使っていない

 現状、bitcoin や ethereum は「マイニング」を使用



© 2022 Ocean To Table Council 20

ISANAから
漁獲日ごとに航行期間の緯度、

経度を送信し
トレース画面に反映

現状、水揚げ現場の作業
変更負担を避けるため、

重量/数量は
O2Tアプリには送信していない

ISANAでは保持管理

「トレース画面」で、GDST KDEの一部を表示

(GDST) v1に準拠

O2Tアプリの機能としてKey Data Elements 
wild（天然魚）

aqua （養殖魚）
いづれも格納表示できる

O2Tアプリで「持続可能な漁業」を伝える情報 - GDST 
データ種類 項目名

江戸前フィッシュパスポート向け

出力
有無

出力内容

GDST

漁船名 ○ No.17,No.18 DAIDENMARU

漁船登録番号 ○ ＣＢ2-50072,ＣＢ2-50073

漁船の固有番号 N/A -

漁業許可 ○ Large purse seiner

漁船の旗国 ○ JP

漁船の公的レジストリへのハイ
パーリンク

○ NONE

魚種 ○ BAJ

アイテム / SKU / UPC / GTIN ○ 商品識別コード（GTIN）

KDEとのlink 内部に保持 (QR Code) -

漁獲日（期間） ○ ISANAの投網年月日～揚網年月日

漁船の航行期間 ○ 漁船の航行期間 (開始日）～漁船の航行期
間 (終了日）

漁業水域 ○ FAO61

製品形態 ○
漁獲イベント：WHL
加工イベント
瞬〆すずき（鮮魚）：OTH、瞬〆
瞬〆すずき（冷凍フィレ）：FIL、瞬〆

漁具の種類 ○ FAO Surrounding nets

消費期限日/生産日 ○ 消費期限日または生産日

生産方法 ○ MARINE_FISHERY,WC

製品の原産国 自明のため非表示 -

収穫認証機関 ○ MSC

収獲認証の加工・流通過程管
理

○ JFRCA 20C3500011

陸揚げ承認 沿岸漁業で自明なので非表示 -

陸揚げ日（期間） 沿岸漁業で自明なので非表示 -

陸揚げ場所 沿岸漁業で自明なので非表示 -

重量/数量 ISANAにのみ保持 N/A

人間福祉ポリシーの存在 ○ YES

人間福祉ポリシーの標準 ○ 労働基準法

GPS座標の利用可能性 ○ YES

衛星漁船追跡機関 ○ https://isana.lighthouse-frontier.tech/

漁業改善プロジェクト ○
Japan Tokyo Bay sea perch - purse 
seine
https://fisheryprogress.org/

漁業許可（免許）:番号 ○ No.24,25
母港または国内漁業根拠地

○ Funabashi

国別追加情報

アプリ内部では全KDEs入力・格納可能

GLOBAL DIALOGUE
on Seafood Traceability

https://traceability-dialogue.org/gdst-standards-and-materials/
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タップ

タップ

トレーサビリティ表示

ルート

取り組み

取り扱い商品

企業紹介

タップ

荷捌・梱包

2021/8/25 2:00

2021/8/25 14:00

2021/8/25 17:00

2021/8/26 4:00

2021/8/26 4:30

2021/8/26 6:30カメラでQR
コードを読んで
下さい

タップ
※次ページ
ご参照

消費者向け「トレース情報」 画面フロー - 1/2 
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このエリアをタップすると
①瞬〆スズキの商品情報、
②スクロールして行くと「MEL」・「PRIDE FISH」
へリンクされます。

③さらにスクロールすると「栄養成分」や「アレルギー
情報」が表示されています。

消費者向け「トレース情報」 画面フロー - 2/2 
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